
一橋諭叢 第99巻 第6号（136）

フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
フ
ラ
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果

序
論

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
地
方
政
府
の
支
出
行
動
．
に
与
え
る
補
助

金
の
効
果
に
関
す
る
研
究
が
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
理
論
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
結
果
と
実
証
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
果
と

に
、
し
ぱ
し
ぱ
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
間
題
と
さ
れ

て
い
る
の
が
、
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
（
｛
冒
o
q
ま
＝
々
耳
－

O
o
ま
置
m
）
と
フ
ラ
イ
ベ
ー
バ
ー
効
果
（
ξ
勺
毛
智
亀
①
9
）
で

あ
る
。
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
は
、
条
件
付
き
補
助
金
の

一
部
が
代
替
可
能
な
財
源
（
｛
冒
o
目
巨
①
『
易
昌
昌
鶉
一
使
途
を
特

定
化
さ
れ
な
い
財
源
）
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
で
あ
り
、

フ
ラ
イ
ベ
ー
バ
ー
効
果
と
は
、
地
方
政
府
の
支
出
に
与
え
る
無
条

件
補
助
金
の
効
果
が
、
地
方
政
府
の
支
出
に
与
え
る
地
方
の
私
的

塚
　
　
原

康
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

所
得
の
効
果
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
実
証
さ
れ
て
い
る
フ

ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
フ
ラ
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果
が
、
日
本
に

お
い
て
も
実
証
さ
れ
う
る
の
か
に
焦
点
を
当
て
、
必
要
に
応
じ
て

目
本
的
な
特
殊
事
情
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第

二
節
で
は
、
フ
ァ
ン
ジ
ピ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
の
可
能
性
を
考
慮
し
た

地
方
政
府
の
支
出
関
数
を
導
出
し
、
第
三
節
で
は
、
第
二
節
で
導

出
し
た
地
方
政
府
の
支
出
関
数
を
日
本
の
地
方
自
治
体
に
適
用
し
、

実
証
分
析
を
行
な
う
。
第
四
節
で
は
、
第
三
節
で
行
な
っ
た
実
証

分
析
の
結
果
を
受
け
て
、
実
証
モ
デ
ル
の
修
正
を
行
な
い
、
実
証

結
果
を
解
釈
し
直
す
。
そ
し
て
、
第
五
節
で
は
、
本
稿
で
展
開
し

た
主
張
を
総
括
し
、
分
析
上
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
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一
一
　
モ
デ
ル

　
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
は
、
旨
o
Ω
巨
冨
（
S
N
仰
岩
葛
）

が
提
唱
し
、
s
目
鶉
旨
（
岩
o
。
α
）
に
よ
っ
て
再
ぴ
取
り
上
げ
ら
れ

た
が
、
問
題
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、
フ
ァ
ン
ジ
ピ
リ
テ
ィ

ー
仮
説
を
図
示
す
る
こ
と
に
す
る
。
図
1
が
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ

。
1
仮
説
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
図
は
、
峯
o
O
巨
冨

（137）　ファンジピリティー仮説とフライペーパー効果
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月
÷

（
6
N
o
。
）
一
墨
唱
幅
冒
（
筍
o
。
α
）
に
従
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
補
助
を
受
け
て
い
る
x
財
と
補
助
を
受
け
て
い
な

い
ア
財
の
二
財
の
み
を
考
え
、
財
の
生
産
に
お
い
て
は
規
模
の
収

穫
一
定
を
仮
定
し
、
総
費
用
と
消
費
さ
れ
る
量
が
等
し
く
な
る
単

位
を
定
義
し
て
い
る
。
地
方
政
府
の
自
主
財
源
は
、
卜
H
＋
■
『
で

あ
り
、
補
助
金
交
付
前
の
予
算
線
は
、
b
Q
線
で
示
さ
れ
る
。
こ

こ
で
、
x
財
に
対
し
補
助
率
Q
ミ
o
句
の
定
率
補
助
金
が
支
出
さ

れ
た
と
す
る
と
、
理
論
上
、
地
方
政
府
の
予
算
制
約
線
は
■
、
線

　
　
　
　
＾
2
〕

に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
の
結
果
、
五
財
と
r
財
の
支
出
配
分
が
λ
点

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
こ
で
、
も
し
地
方

政
府
が
x
財
に
対
す
る
条
件
付
き
補
助
金
Q
H
の
一
定
割
含
¢
を

代
替
可
能
な
財
源
に
転
換
で
き
る
（
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

説
）
と
す
る
な
ら
ば
、
λ
点
は
曽
線
で
示
さ
れ
る
予
算
制
約

の
下
で
も
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
地
方
政
府
は
、

総
費
用
が
ト
■
十
Q
H
で
あ
る
x
財
の
量
を
消
費
す
る
た
め
に
、

代
替
可
能
な
総
財
源
の
う
ち
、
卜
■
十
s
Q
H
を
犠
牲
に
す
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
H
＋
s
Ω
H

X
財
の
実
際
の
価
格
、
H
は
、
、
－
1
l
　
　
　
　
　
　
I
一
1

（
T
s
）
茅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
十
牟

　
　
　
　
　
　
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
価
格
は
、
補
助

　
卜
H
＋
Q
H

金
が
誘
発
し
た
価
格
の
こ
と
で
あ
り
、
補
助
金
が
価
格
変
化
を
引

き
起
こ
さ
な
け
れ
ぱ
、
1
で
あ
る
。
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一橋論叢 第99巻 第6号（138）

　
も
し
S
1
－
o
な
ら
ば
（
理
論
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
．

あ
り
、
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
が
否
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
Q
H
　
　
　
　
、

る
）
、
、
H
l
I
－
　
　
　
　
と
な
り
　
、
H
は
法
定
補
助
率
分
だ
け

　
　
　
　
　
　
ト
H
＋
Q
H

低
下
す
る
。
そ
の
と
き
の
予
算
線
は
由
、
線
で
あ
る
。

　
ま
た
、
s
H
一
な
ら
ぱ
（
条
件
付
き
補
助
金
が
全
て
代
替
可
能

な
財
源
に
転
換
さ
れ
る
ケ
ー
ス
）
、
、
1
1
一
と
な
り
、
X
財
の
価
格

変
化
は
起
こ
ら
な
い
。
そ
の
と
き
の
予
算
線
は
曽
線
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
o
〈
s
〈
－
な
ら
ぱ
（
条
件
付
き
補
助
金
の
一
部
が
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
l
s
）
睾

替
可
能
な
財
源
に
転
換
さ
れ
る
ケ
ー
ス
）
、
、
H
”
H

　
　
　
、
（
H
－
s
）
矛
　
　
亭
　
　
　
　
、
　
　
卜
H
＋
亭

と
な
り
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
で
あ
る
カ
ら
、
、
H
は
理
論
的

　
　
　
　
ト
ー
十
Q
H
　
　
卜
H
＋
Q
■

に
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
低
下
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
s
Q
■

だ
け
地
方
政
府
の
代
替
可
能
な
財
源
が
増
え
る
の
で
、
条
件
付
き

補
助
金
Q
H
の
う
ち
、
s
Q
申
が
財
源
補
填
の
効
果
を
生
み
、

（
一
1
S
）
Ω
H
が
価
格
変
化
の
効
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
が
、
図
に
よ
る
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
の
説
明
で
あ

る
が
、
地
方
政
府
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
予
算
制
約
に
直
面
し
て

い
る
の
か
の
結
論
は
、
実
証
分
析
に
委
ね
な
け
れ
ば
、
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
の
実
証
分
析
に
お
い
て
、
峯
o
Ω
邑
篶

（
岩
富
）
は
、
地
方
政
府
に
対
す
る
教
育
補
助
金
の
約
七
〇
％
が

代
替
可
能
な
財
源
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
結
論
し
、
s
昌
電
≡

（
；
o
。
α
）
は
、
大
都
市
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
都
市
援
助
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
連
邦
補
助
金
の
四
〇
％
か
ら
七
〇
％
が
代
替
可
能
な
財

源
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
結
論
し
た
。

　
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
一
般
的
に
、
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ー
仮
説
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
，

も
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
が
成
立
し
て
い
る
か
否
か
を
以
下

で
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
計
量
可
能
な
実
証
モ
デ
ル

を
導
出
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
初
め
に
、
呂
8
巨
鳥
（
5
葛
）

と
ぎ
昌
潟
冒
（
－
湯
α
）
に
従
い
、
ア
メ
リ
カ
型
の
モ
デ
ル
を
示

し
、
次
に
、
そ
れ
を
修
正
し
た
日
本
型
の
モ
デ
ル
を
示
す
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
示
す
ア
メ
リ
カ
型
の
モ
デ
ル
は
、
峯
o
Ω
巨
屋
（
6
凄
）

と
s
昌
潟
…
（
－
湯
α
）
が
使
用
し
た
モ
デ
ル
と
異
な
る
が
、
本

質
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
①
ア
メ
リ
カ
型
モ
デ
ル

　
ァ
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
地
方
議
会
が
地
方
税
の
決
定
権
を
も
っ

て
い
る
の
で
、
地
方
政
府
は
、
地
方
の
総
財
源
（
私
的
部
門
の
財

源
と
公
的
部
門
の
財
源
の
合
計
）
を
制
約
条
件
と
し
て
、
私
的
財

と
地
方
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
配
分
割
合
を
決
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
地
方
政
府
が
、
地
方
の
総
財
源
を
制
約
条
件
と
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（139）　ファンジピリティー仮説とフライペーパー効果

し
て
、
地
方
政
府
の
効
用
関
数
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
、
地
方
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
私
的
財
の
支
出
額
を
決
定
す
る
ケ
ー
ス
を
考
え
る
。

た
だ
し
、
地
方
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
条
件
付
き
補
助
金
を
受

け
て
い
る
五
財
と
そ
れ
を
受
け
て
い
な
い
3
財
の
二
財
を
考
え
、

私
的
財
と
し
て
、
．
o
財
の
み
を
考
え
る
。

　
地
方
の
総
財
源
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

　
　
旬
H
“
の
ト
⊥
－
、
宙
め
由
十
“
め
o
1
－
■
ト
十
■
b
＋
S
Q
ト

　
　
　
十
旨
吻
十
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

た
だ
し
、
射
”
地
方
の
総
財
源
、
、
卜
1
－
∠
財
の
価
椿
、
竃
1
1
∠

財
の
量
、
饒
1
－
刀
財
の
価
格
、
S
1
－
刀
財
の
量
、
“
1
－
0
財
の

価
楮
、
ぎ
“
0
財
の
量
、
ど
1
－
地
方
政
府
の
自
主
財
源
で
賄
う

λ
財
に
対
す
る
支
出
、
卜
由
1
1
地
方
政
府
の
自
主
財
源
で
賄
う
3

財
に
対
す
る
支
出
、
s
H
∠
財
に
対
す
る
条
件
付
き
補
助
金
の
う

ち
代
替
可
能
な
財
源
に
転
換
さ
れ
る
割
合
、
ε
1
1
∠
財
に
対
す

る
条
件
付
き
補
助
金
、
お
⑦
1
1
無
条
件
祢
助
金
、
5
H
地
方
．
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

税
引
き
後
の
地
方
の
私
的
可
処
分
所
得
、
で
あ
る
。

　
地
方
税
の
税
引
き
前
の
地
方
の
私
的
所
得
を
γ
と
す
れ
ぱ
、
『

1
1
卜
』
十
卜
宙
十
5
で
あ
る
か
ら
、
ω
式
は
次
の
よ
う
に
示
せ
る
。

　
　
尉
1
－
、
ト
め
』
十
、
由
め
出
十
、
o
雨
o
H
ぺ
十
S
Ω
』
十
あ
吻
　
　
（
N
）

　
次
に
、
地
方
政
府
が
、
次
の
よ
う
な
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効

用
関
数
を
も
つ
も
の
と
す
る
と
、

　
　
q
l
I
己
o
o
q
曾
十
？
o
o
目
め
宙
十
、
o
o
q
ざ
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
た
だ
し
、
β
十
b
＋
『
1
1
H
と
す
る
。

ω
式
の
制
約
下
で
、
㈹
式
を
最
大
化
し
て
、
λ
財
の
支
出
関
数
の

導
出
を
行
な
う
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関

数
を
つ
く
る
と
、

　
　
卜
“
§
－
o
o
日
o
ト
十
壇
o
胴
め
』
十
、
o
㎝
め
o
＋
宍
民
－

　
　
　
、
ト
の
ト
ー
“
め
由
1
，
o
め
o
）

最
大
化
の
た
め
の
一
階
の
条
件
は
、
次
の
連
立
方
程
式
に
よ
っ
て

　
　
＾
5
〕

示
さ
れ
る
。

　
　
①
ト
　
　
ミ

　
　
ー
1
I
I
l
㌧
、
ト
ー
I
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
）

　
　
8
』
e

　
　
ド
“
ト
ー
事
H
。
　
　
　
　
　
（
一
一

　
　
8
由
亭

　
　
竃
　
『

　
　
－
1
1
1
1
㌧
、
o
”
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）

　
　
8
o
ざ

　
　
①
卜

　
　
1
1
－
お
－
、
』
め
ト
ー
“
の
由
1
き
め
o
”
o
　
　
　
　
　
（
N
）

　
　
豊

ω
式
と
㈲
式
か
ら
λ
を
消
去
し
、
そ
れ
に
例
式
を
代
入
し
た
式
に
、

ω
式
と
㈹
式
か
ら
1
消
去
し
た
式
を
代
入
し
、
整
理
す
る
と
、

　
　
、
ト
め
』
u
β
（
ぺ
十
s
Q
ト
十
由
吻
）

　
こ
こ
で
、
無
条
件
補
助
金
の
う
ち
ψ
の
割
合
が
λ
財
に
振
り
向
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一橋論叢　第99巻　第6号　（140）

け
ら
れ
る
と
仮
定
し
、
五
財
の
条
件
付
き
補
助
金
に
よ
る
価
格
変

化
を
考
慮
す
る
と
、
上
式
は
、

　
　
（
“
北
肺
｛
賄
禍
一
・
ε
ま
・
婁
一

　
　
　
刊
負
（
『
十
s
Q
』
十
畠
吻
）

　
　
卜
卜
十
S
Q
』
十
§
吻
十
Q
ト
ー
Q
ト
ー
－
ミ
（
ぺ
十
S
Q
』
十
射
り
）

　
　
ト
ト
十
Q
ト
十
§
り
1
－
負
ぺ
十
｛
－
I
S
（
H
ー
ミ
）
｝
Q
ト
十
員
由
⑦

　
左
辺
は
観
察
で
き
る
∠
財
へ
の
支
出
を
示
す
か
ら
、
こ
れ
を

タ
と
お
く
と
、

　
　
掌
H
β
ぺ
十
青
1
S
（
H
ー
ミ
）
－
Ω
ト
十
ミ
5
吻
　
　
　
　
　
（
o
o
）

　
㈱
式
が
∠
財
に
対
す
る
支
出
関
数
で
あ
り
、
㈹
式
を
実
際
の
デ

ー
タ
を
使
っ
て
推
定
ず
れ
ば
、
α
と
ψ
の
推
定
値
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
し
o
〈
s
帆
－
の
推
定
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ぱ
、

フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
が
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

モ
デ
ル
が
示
す
よ
う
に
、
理
論
的
に
は
、
r
（
地
方
の
私
的
所

得
）
と
鶉
吻
（
地
方
に
対
す
る
無
条
件
補
助
金
）
の
λ
財
の
支
出

に
与
え
る
効
果
は
、
同
じ
（
い
ず
れ
も
α
）
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

｛
6
）
　
・

い
が
、
し
ば
し
ぱ
γ
よ
り
も
昂
吻
の
係
数
の
方
が
大
き
い
と
い
う

実
証
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
イ
ペ
ー

パ
ー
効
果
と
い
う
現
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
理
論
的
な
説

明
を
与
え
る
試
み
が
、
O
ま
8
（
S
葛
）
や
峯
巨
睾
（
岩
o
。
い
）
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
②
日
本
型
モ
デ
ル

　
日
本
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
、
地
方
議
会
に
対
し
地
方

税
の
自
主
的
な
決
定
権
が
。
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
地
方

政
府
は
、
所
与
の
公
的
な
予
算
制
約
の
下
で
、
地
方
政
府
の
効
用

関
数
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
、
地
方
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
支
出
額
を

決
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
方
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
条
件
付
き
補
助
金
を
受
け
て
い
る
∠
財
と
そ
れ
を
受
け
て

い
な
い
3
財
の
二
財
の
み
を
考
え
る
。

　
地
方
政
府
の
公
的
予
算
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

　
　
b
l
I
さ
Q
卜
十
“
Q
宙
H
卜
』
十
卜
宙
十
S
Q
ト
十
由
⑦
　
　
　
（
o
）

た
だ
し
、
由
“
地
方
政
府
の
公
的
予
算
（
私
的
部
門
の
財
源
は
含

ま
な
い
）
、
そ
の
他
の
変
数
の
定
義
は
、
ω
式
に
お
け
る
定
義
と

同
じ
で
あ
る
。

　
地
方
政
府
の
自
圭
財
源
を
地
方
の
私
的
所
得
r
の
一
定
割
合
π

と
す
る
と
、
－
十
卜
■
H
司
ぺ
と
な
る
。
こ
の
式
を
ω
式
に
代
入

す
る
と
、

　
　
由
H
、
』
④
ト
十
ま
め
b
1
1
司
ぺ
十
S
Q
ト
十
鶉
吻
　
　
　
　
　
（
H
o
）

　
次
に
、
地
方
政
府
が
、
次
の
よ
う
な
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効

用
関
数
を
も
つ
と
す
る
と

864
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q
阯
己
o
o
q
奮
十
モ
o
o
o
＄
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

　
た
だ
し
、
員
十
b
H
－
と
す
る
。

㈹
式
の
制
約
下
で
、
ω
式
を
最
大
化
し
て
、
∠
財
の
支
出
関
数
の

導
出
を
行
な
う
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関

数
を
つ
く
る
と
、

　
　
卜
1
－
己
o
o
q
竃
十
モ
o
o
q
め
宙
十
宍
■
1
、
も
』
1
、
晃
自
）

最
犬
化
の
た
め
の
一
階
の
条
件
は
、
次
の
連
立
方
程
式
に
よ
っ
て

　
　
＾
畠
〕

示
さ
れ
る
。

　
　
①
卜
　
β

　
　
1
1
1
－
1
㌧
、
ト
ー
－
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嵩
）

　
　
8
』
書

　
　
き
　
b

　
　
－
”
－
－
㌧
、
由
1
－
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

　
　
8
■
寄

　
　
憎
n
㌣
、
も
、
、
晃
、
o
　
　
　
　
　
．
（
ε

　
　
豊

胸
式
と
ω
式
か
ら
λ
を
消
去
し
、
そ
れ
に
ω
式
を
代
入
し
て
、
整

理
す
る
と
、

　
　
、
も
』
H
ミ
（
曽
㌣
十
s
Q
卜
十
お
⑦
）
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

　
こ
こ
で
、
無
条
件
補
助
金
の
う
ち
ψ
の
割
合
が
λ
財
に
振
り
向

け
ら
れ
る
と
仮
定
し
、
λ
財
の
条
件
付
き
補
助
金
に
よ
る
価
格
変

化
を
考
慮
す
る
と
、
上
式
は
、

　
　
一
“
北
閑
｛
請
吻
一
・
一
早
睾
婁
一

　
　
　
H
具
司
、
十
忠
3
＋
お
勿
）

　
　
ト
ト
十
S
Ω
』
十
竃
⑦
十
Q
』
l
Q
■
1
－
員
（
司
＼
十
S
Q
ト
十
射
⑦
）

　
　
卜
』
十
Q
』
十
§
吻
“
ミ
司
■
十
青
1
S
（
－
－
員
）
｝
Ω
ト
十
負
お
⑦

　
左
辺
は
観
察
で
き
る
∠
財
へ
の
支
出
を
示
す
か
ら
、
こ
れ
を

連
と
お
く
と
、

　
　
肉
』
”
員
目
ぺ
十
青
1
S
（
－
ー
ミ
）
－
Q
ト
十
員
由
吻
　
　
　
　
（
旨
）

　
㈹
式
が
λ
財
に
対
す
る
支
出
関
数
で
あ
り
、
㈹
式
に
誤
差
項
を

加
え
た
も
の
を
推
定
式
と
し
、
次
節
で
は
、
そ
れ
を
日
本
の
地
方

自
治
体
に
適
用
し
て
、
実
証
分
析
を
行
な
う
。

三
　
実
証
分
析

　
本
節
で
は
、
東
京
都
に
お
け
る
二
六
市
の
民
生
費
（
向
』
）
を
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

象
と
す
る
o
卜
吻
に
よ
る
ク
ロ
又
セ
ク
シ
目
ン
分
析
を
試
み
る
。

対
象
年
度
は
昭
和
五
九
年
度
で
あ
る
。
説
明
変
数
と
し
て
、
①
各

市
に
お
け
る
市
民
税
所
得
割
の
課
税
対
象
所
得
額
（
5
、
②
各
市

に
対
す
る
国
庫
支
出
金
の
う
ち
民
生
費
に
関
わ
る
部
分
、
す
な
わ

ち
生
活
保
護
費
負
担
金
、
児
童
保
護
費
負
担
金
、
老
人
保
護
費
負

担
金
、
の
合
計
額
（
3
）
、
③
各
市
に
対
す
る
地
方
交
付
税
（
5
吻
）
、

　
　
　
＾
m
）

を
使
用
し
た
。

　
推
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
■
』
1
－
o
．
ε
胃
8
ぺ
十
H
．
竃
ご
Ω
』
十
〇
．
室
葛
一
射
⑦
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（
◎
－
8
s
お
o
）
（
o
．
8
o
竃
）
（
o
－
ミ
等
ひ
）

　
　
　
　
葭
島
－
射
舳
1
I
o
b
淳
P
〔
1
1
8

た
だ
し
、
カ
ヅ
コ
内
は
標
準
誤
差
で
あ
る
。
三
つ
の
説
明
変
数
は
、

全
て
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
る
。
．
次
に
、
推
定
値
の
解
釈
を
行
な

う
と
、
推
定
式
の
γ
の
係
数
は
、
㈹
式
の
§
に
相
当
す
る
。
こ

こ
で
、
π
は
、
地
方
の
私
的
所
得
に
対
す
る
地
方
政
府
の
自
主
財

源
の
比
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
推
定
式
で
は
、
γ
の
指
標
と
し

て
市
民
税
所
得
割
の
課
税
対
象
額
を
用
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
額

の
二
六
市
の
合
計
額
を
分
母
と
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
収
入
と
し

て
市
民
税
個
人
分
の
二
六
市
の
合
計
額
を
分
子
と
し
た
も
の
を
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
昭
和
五
九
年
度
の
π
の
値
は
、

o
。
睾
哀
旨
で
あ
る
の
で
、
γ
の
係
数
か
ら
求
め
ら
れ
る
α
の
値
は
、

o
．
s
N
ご
と
な
る
。
こ
の
値
は
、
お
防
の
係
数
か
ら
求
め
ら
れ
る
α

の
値
、
o
・
ω
ミ
淳
と
比
べ
て
小
さ
い
の
で
、
7
ヲ
イ
ベ
ー
パ
ー
効

果
が
存
在
ナ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
o
・
家
N
淳
の
九

五
％
信
頼
区
間
は
、
9
o
ま
簑
か
ら
o
・
α
も
も
ま
で
の
範
囲
を
と

る
の
で
、
そ
の
中
に
o
・
暑
N
ご
の
値
は
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
γ

の
係
数
か
ら
求
め
ら
れ
る
α
の
値
、
o
・
s
冒
ω
と
お
⑦
の
係
数
か

ら
求
め
ら
れ
る
α
の
値
、
9
室
葛
H
と
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な

差
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ラ
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
娑

は
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
・
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
が
成
立
す
る
か
否
か
の

検
討
を
行
な
う
。
推
定
式
の
3
の
係
数
、
－
．
遣
ご
は
、
胴
式
の

青
I
s
（
－
1
β
）
｝
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
、
α
の
値
を
代
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
¢
の
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
α
の
値

と
し
て
、
o
・
宝
N
旨
と
o
・
s
冒
ω
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、

o
・
睾
s
－
を
採
用
す
る
と
、
¢
の
値
は
、
1
－
、
竃
o
s
と
な
り
、

o
．
S
N
ご
を
採
用
す
る
と
、
¢
の
値
は
、
1
H
・
肯
o
ま
に
な
る
。
い

ず
れ
の
値
も
、
理
論
的
に
予
想
さ
れ
る
値
に
反
し
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ぱ
、
理
論
的
に
は
、
¢
の
値
は
、
o
帆
s
仏
一
の
範
囲
を
と
ら

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
節
で
定
式

化
し
た
モ
デ
ル
は
、
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
を
検
討
す
る
に

は
不
適
当
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
理
論
的
に
意
味
の
あ
る
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
モ
デ
ル
を
再
定
式
化
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
次
節
で
は
、
日
本
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し

て
、
日
本
型
モ
デ
ル
の
修
正
を
行
な
い
、
そ
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル

か
ら
得
ら
れ
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
実
証
分
析

の
再
解
釈
を
試
み
る
。

四
　
日
本
型
モ
デ
ル
の
修
正
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前
節
の
実
証
分
析
に
お
い
て
、
¢
の
値
が
予
想
に
反
し
て
マ
イ

ナ
ス
の
値
を
と
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
日
本
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
逆
の
現
象
が
起
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
仮
説
（
以
後
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
逆
フ
ァ
ン

ジ
ピ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
呼
ぷ
）
を
立
て
、
議
論
を
。
進
め
て
い
き
た

い
と
恩
う
。
逆
フ
ァ
ン
ジ
ピ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
は
、
代
替
可
能
な

財
源
の
一
部
が
、
条
件
付
き
補
助
金
、
す
な
わ
ち
使
途
を
特
定
化

さ
れ
た
財
源
、
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
事
実
、

図2

∫

工x 、、

＼、　、

Lア

↓．＿

0＝

01DlFl∬1
x

←ム。一共G。去Z曽
x　01

→

逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
考
え
ら
れ
る
現
象
が
｛
．
日
本
の

地
方
自
治
体
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

地
方
自
治
体
の
超
過
負
担
問
題
で
あ
る
。
超
過
負
担
と
は
、
国
庫

支
出
金
が
交
付
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
が
実
際
に

支
出
し
た
額
よ
り
も
、
国
庫
支
出
金
の
交
付
の
基
準
と
な
る
総
事

業
額
が
下
回
る
場
合
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
差
額
の
こ

　
　
　
＾
旭
）

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差
額
は
、
地
方
自
治
体
が
自
己
の
代

替
可
能
な
財
源
を
使
っ
て
埋
め
合
わ
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。
趨
過
負
担
問
題
は
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
深
刻
で
あ

り
、
昭
和
四
八
年
に
は
大
阪
府
の
摂
津
市
が
国
を
相
手
に
行
政
訴

　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
〕

訟
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
超
過
負
撞
問
題
は
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
国
も
そ
の
解
消
に
カ
を
入
れ
つ
つ
あ
る
が
、
す
ぐ

に
は
解
消
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
超
過
負
担
問
題
、
す
な
わ
ち
逆
フ
ァ
ン

ジ
ピ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
が
、
実
証
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
う
る

の
か
、
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
始
め
に
、
超
過
負
担
問
題
、
す
な
わ
ち
逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ー
仮
説
を
図
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
を
示
し
た

の
が
図
2
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
地
方
公
共
サ
ー
ピ
ス
と
し
て
、
国
庫
補
助
を
受
け
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て
い
る
x
財
と
そ
れ
を
受
け
て
い
な
い
γ
財
の
み
の
ケ
ー
ス
を
考

え
、
財
の
生
産
に
お
い
て
は
規
模
の
収
穫
一
定
を
仮
定
し
、
総
費

用
と
消
費
さ
れ
る
量
が
等
し
く
な
る
単
位
を
定
義
し
て
い
る
。
地

方
自
治
体
の
自
主
財
源
は
、
卜
H
＋
卜
『
で
あ
り
、
補
助
金
交
付
前

の
予
算
線
は
、
亀
線
で
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
は
、
地
方

自
治
体
が
x
財
に
対
し
て
o
b
の
支
出
を
行
な
う
も
の
と
想
定
し

て
、
補
助
率
．
Q
ミ
o
b
の
定
率
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
と
し
よ

う
。
こ
の
と
き
、
国
は
、
o
b
を
越
え
る
支
出
に
対
し
て
は
、

Q
b
を
越
え
る
金
額
を
交
付
し
な
い
の
で
、
補
助
金
交
付
後
の
予

算
線
は
λ
点
で
折
れ
曲
が
っ
て
、
§
↑
纏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
法
的
に
定
め
ら
れ
た
国
庫
補
助
事
業
が
、
あ
る
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
国
は
X
財
の
支
出
が

o
b
で
よ
い
と
考
え
る
一
方
で
、
地
方
自
治
体
は
x
財
の
支
出
が

o
、
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
と

き
、
x
財
と
γ
財
の
支
出
配
分
が
3
点
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も

の
と
す
れ
ぱ
、
x
財
の
支
出
に
お
い
て
、
b
弓
の
超
過
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
超
過
負
担
の
額
を
z
と
す
る
と
、

地
方
自
治
体
は
、
代
替
可
能
な
財
源
（
使
途
を
特
定
化
さ
れ
な
い

財
源
）
の
一
部
z
を
x
財
に
振
り
向
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
超
過
負
担
間
題
と
は
、
代
替
可
能
な
財
源
の
一
部
が

使
途
を
特
。
定
化
さ
れ
た
財
源
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　
次
に
、
第
二
節
の
日
本
型
モ
デ
ル
を
修
正
し
て
、
逆
フ
ァ
ン
ジ

ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
実
証
モ
デ
ル
を
示
す
こ

と
に
す
る
。
逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
の
可
能
性
を
考
慮
す

る
た
め
に
は
、
日
本
型
モ
デ
ル
で
示
し
た
公
約
予
算
の
う
ち
、

s
Q
ト
を
ー
N
に
置
き
換
え
れ
ぱ
よ
い
か
ら
、
㈲
式
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
　
、
』
の
』
1
－
ミ
（
司
㌣
1
N
＋
お
吻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ζ
）

た
だ
し
、
N
H
超
過
負
担
額
と
す
る
。
こ
こ
で
、
無
条
件
補
助
金

お
⑦
の
う
ち
ψ
の
割
合
が
λ
財
に
振
り
向
け
ら
れ
る
と
仮
定
し
、

λ
財
の
条
件
付
き
補
助
金
お
よ
ぴ
趨
過
負
担
の
存
在
に
よ
る
価
格

変
化
を
考
慮
す
る
と
、
帥
式
は
、

　
　
一
ぎ
外
｝
鞭
卵
し
・
一
辛
睾
婁
・
s

　
　
　
H
負
（
司
ぺ
1
N
＋
、
吻
）

　
　
ト
ト
十
§
⑦
十
N
＋
①
ト
ー
N
l
Q
』
1
－
ミ
（
司
ぺ
I
N
＋
お
⑦
）

　
　
卜
』
十
§
⑦
十
Q
』
十
N
l
1
負
司
ぺ
十
（
H
1
負
）
、
十
Q
』
十
ミ
お
⑦

左
辺
は
、
λ
財
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
ウ
ラ
負
担
額
（
ど
十

§
的
）
、
λ
財
に
対
す
る
条
件
付
き
補
助
金
e
、
∠
財
に
対
す
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る
超
過
負
担
額
、
、
か
ら
成
る
の
で
、
λ
財
に
対
す
る
地
方
自
治

体
の
総
支
出
額
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
左
辺
を
b
』

と
お
く
と
、
上
式
は
、

　
　
b
ト
”
ミ
詞
『
十
（
一
－
ミ
）
N
＋
Ω
ト
十
員
由
⑦
　
　
　
　
　
　
（
H
o
o
）

　
こ
こ
で
、
∠
財
に
対
す
る
超
過
負
担
額
が
、
λ
財
に
対
す
る
条

件
付
き
補
助
金
の
一
定
割
合
¢
で
あ
る
．
（
た
だ
し
、
s
w
o
）
と

　
　
　
　
＾
b
）

仮
定
す
る
と
、

　
　
N
l
I
S
3

上
式
を
㈱
式
に
代
入
し
、
整
理
す
る
と
、

　
　
肉
』
“
ミ
司
ぺ
十
青
十
s
（
H
l
負
）
｝
Q
』
十
ミ
亀
り
　
　
　
　
（
s
）

　
㈹
式
が
、
逆
フ
ァ
ン
ジ
ー
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
を
考
慮
し
た
λ
財
に

対
す
る
支
出
関
数
で
あ
る
。
次
に
、
㈹
式
に
基
づ
い
て
、
第
三
節

の
推
定
結
果
を
解
釈
し
直
す
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
に
、
フ
．
ー
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果
に
関
す
る
結
論
は
、
胸
式
を

用
い
た
場
合
で
も
、
先
に
述
べ
た
結
論
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

も
し
逆
フ
ァ
ン
ジ
ピ
リ
㌧
ア
ィ
ー
仮
説
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
な

ら
ぱ
、
S
“
o
と
な
る
か
ら
、
e
の
係
数
は
1
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ε
の
係
数
、
H
・
遣
ご
は
、
五
％
水
準
で
1

よ
り
も
有
意
に
犬
で
あ
る
の
で
、
逆
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説

は
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
α
の
値
か
ら
ψ
の
値
を
求
め
て
み

る
と
、
α
の
値
が
o
・
宝
6
－
の
と
き
、
②
の
値
は
二
8
6
を
と

り
、
α
の
値
が
o
・
s
曽
ω
の
と
き
、
¢
の
値
は
－
・
含
o
ま
の
値
を

と
る
。
従
っ
て
、
東
京
都
の
二
六
市
に
お
い
て
、
民
生
費
の
超
過

負
担
額
は
、
民
生
費
に
対
す
る
国
庫
支
出
金
の
約
一
・
四
か
ら

一
・
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
で
あ
る
セ
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

地
方
財
政
の
分
野
で
、
し
ぱ
し
ぱ
取
り
上
げ
ら
れ
る
超
過
負
担
の

存
在
は
、
本
稿
で
示
し
た
実
証
モ
デ
ル
で
も
確
証
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
し
か
も
、
超
過
負
担
額
は
か
な
り
大
き
な
額
に
達
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
五
九
年
度
の
東
京
二
六
市

に
お
い
て
、
民
生
費
の
合
計
額
に
占
め
る
民
生
費
に
対
す
る
国
庫

支
出
金
の
合
計
額
（
生
活
保
護
費
負
担
金
、
児
童
保
護
費
負
担
金
、

老
人
保
護
費
負
担
金
、
の
合
計
額
）
の
比
率
は
約
○
二
一
九
で
あ

る
の
で
、
民
生
費
に
占
め
る
超
過
負
担
額
の
比
率
は
約
○
・
四
一

か
ら
O
・
四
四
に
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
五
　
結
論

　
本
稿
で
は
、
フ
ァ
ン
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
フ
ラ
イ
ペ
ー
パ
ー

効
果
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
実

証
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
ジ
ピ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
と
フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
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効
果
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
実
証
さ
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
、
む
し
ろ
逆
フ
ァ
ン
ジ

ビ
リ
テ
ィ
ー
仮
説
の
存
在
が
実
証
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
補
助
金
が
地
方
政
府
の
行
動
に

与
え
る
影
響
は
、
理
論
的
に
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
地
方
政
府
の
行
動
．

に
制
約
を
課
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、
，
日

本
に
お
い
て
は
、
補
助
金
が
地
方
政
府
の
行
動
に
過
度
の
制
約
を

課
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
日
本
に
お
い
て
、

地
方
分
権
化
を
推
進
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
れ
ぱ
、
地
方
財

政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
現
行
の
補
助
金
の
あ
り
方
は
、
再
考
の
余

地
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
展
開
し
た
主
張
の
分
析
上
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
お
く
。

　
ま
ず
第
一
に
、
¢
の
値
を
一
定
と
仮
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
東
京
都
の
二
六
市
全
て
が
、
昭
和
五
九
年
度
に
お
い
て
、

同
じ
ψ
の
値
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。

　
お
そ
ら
く
、
¢
の
値
は
、
地
方
政
府
と
中
央
政
府
と
の
交
渉
カ
、

地
方
政
府
や
中
央
政
府
の
財
政
状
態
、
中
央
政
府
の
政
策
ス
タ
ン

ス
、
等
の
関
数
と
し
て
示
せ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
峯
o
Ω
巨
8

（
岩
ご
L
ミ
o
。
）
一
s
昌
喝
旨
（
H
ゆ
o
。
ひ
）
、
等
の
論
文
で
も
、
ψ
は
外

生
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
ψ
を
内
生
的
に
扱
う
の
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
点
と
し
て
、
実
証
分
析
に
お
い
て
、
民
生
費
金
体

を
分
析
対
象
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
民
生
費
に
合
ま

れ
る
個
々
の
事
萎
こ
と
に
、
異
な
っ
た
補
助
率
が
適
用
さ
れ
、
超

過
負
担
に
も
大
小
の
差
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
事
業
を

分
析
対
象
と
す
れ
ば
、
作
業
が
煩
雑
に
な
り
、
ま
た
、
デ
ー
タ
の

入
手
も
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
民
生
費
全
体
を
分
析
対
象
と
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
の
分
析
結
果
は
、
民
生

費
全
体
に
つ
い
て
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
事
業
に
は
必

ず
し
も
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）
　
フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
と
は
、
元
来
、
　
ハ
エ
取
り
紙
の
こ
と
で
あ
り
、

　
公
的
部
門
が
受
け
取
っ
た
貨
幣
は
公
的
部
門
に
と
ど
ま
る
傾
向
を
も

　
ち
、
私
的
部
門
が
受
け
取
っ
た
貨
幣
は
私
的
部
門
に
と
ど
ま
る
傾
向

　
を
も
っ
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

　
フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
効
果
の
実
証
分
析
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、

　
H
目
目
顯
目
（
老
遣
）
一
ヨ
旨
胃
（
宅
o
0
N
）
が
あ
る
。

（
2
）
様
々
な
タ
イ
プ
の
補
助
金
が
地
方
政
府
の
支
出
行
動
に
与
え

　
る
効
果
を
理
論
的
な
観
点
。
か
ら
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
峯
旨
o

（
§
H
）
と
Ω
昌
き
g
（
尋
N
）
が
あ
る
。

（
3
）
　
条
件
付
き
補
助
金
を
代
替
可
能
な
財
源
に
転
換
す
る
際
の
具
体

榊



ファンジピリティー仮説とフライペーパー効果（147）

　
的
な
方
法
と
し
て
、
旨
o
o
巨
冨
（
這
N
少
H
等
o
。
）
は
、
補
助
を
受
け

　
て
い
る
財
の
転
売
、
支
出
項
目
の
再
定
義
、
間
接
費
用
の
再
配
分
、

　
定
率
補
助
金
を
得
る
手
段
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
呂
ク
ト
の
利
用
、
等
を

　
あ
げ
て
い
る
。

（
4
）
　
本
稿
で
は
、
補
助
金
を
外
生
変
数
と
し
て
扱
う
。
補
助
金
が
外

　
生
変
数
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
証
拠
は
、
O
，
零
－
昌
（
宅
曽
）
に

　
ょ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
補
助
金
を
内
生
変
数
と
し
て

　
扱
っ
た
論
文
と
し
て
、
ω
サ
津
（
6
o
o
o
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
2
竃
岸

　
（
岩
o
．
o
）
は
、
無
条
件
補
助
金
を
記
述
す
る
式
が
ア
ド
ホ
ヅ
ク
で
あ

　
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

（
5
）
最
大
化
の
た
め
の
二
階
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
を
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
、
㌧

　
付
き
ヘ
シ
ア
ン
の
符
号
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
叱
寄
咄

　
　
ミ
、
叱
　
β
b
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
o
と
な
る
の
で
、
最
犬
化
の
た
め
の
二
階

　
　
o
㌧
o
o
咄
　
⑥
㌧
Φ
㌔

　
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
6
）
　
こ
の
こ
と
は
、
｝
単
巨
－
』
o
プ
目
8
目
胆
■
ρ
4
く
豊
｝
－
o
自
岸
o
（
宅
o
o
o
）

　
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
O
き
雷
（
も
遣
）
は
、
フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
効
果
の
説
明
と
し
て
、

　
地
方
の
住
民
が
補
助
金
の
存
在
を
知
覚
し
な
い
の
で
、
彼
ら
が
あ
た

　
か
も
地
方
公
共
サ
■
ピ
ス
の
価
楕
が
低
下
し
た
か
の
よ
づ
に
感
じ
る

　
こ
と
に
、
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
他
方
で
、
≠
ぎ
宵
（
岩
o
。
い
）

　
は
、
地
方
の
住
民
が
補
助
金
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

　
が
、
彼
ら
は
補
助
金
が
他
の
住
民
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
と
信

　
じ
て
い
る
の
で
、
あ
た
か
も
地
方
公
共
サ
ー
ピ
ス
の
価
楮
が
低
下
し

た
か
の
よ
う
に
感
じ
・
る
と
主
張
し
た
。
二
人
の
主
張
は
、
い
、
ず
れ
も
、

フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
効
果
の
究
極
的
な
原
因
を
地
方
住
民
の
財
政
錯
覚

に
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
方
住
民
の
財
政
錯
覚
が
ど
の
よ
う

に
し
て
フ
ラ
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果
を
発
生
さ
せ
る
の
か
を
見
る
た
め
に
、

◎
黒
鶴
の
モ
デ
ル
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
で
示
す
モ
デ

ル
は
、
㈹
式
と
の
比
較
の
た
め
、
o
津
＄
の
使
用
し
た
モ
デ
ル
と
は

異
な
る
が
、
本
質
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

　
ま
ず
、
正
の
値
を
と
る
イ
ル
ー
ジ
目
ン
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
θ
を
使

っ
て
、
㈹
式
を
表
現
す
る
と
、

　
　
①
、
ト
め
ト
刊
負
ぺ
十
｛
H
1
S
（
H
1
員
）
－
Q
』
十
良
お
吻

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
財
政
錆
覚
が
、
ト
に
与
え
る
効
果
を
見
る

た
め
に
、
肉
ト
を
、
』
と
Φ
ト
に
分
け
て
い
る
。
財
政
錯
覚
が
な
い

場
合
は
、
②
ミ
ー
l
H
で
あ
り
、
財
政
錯
覚
の
あ
る
甥
合
は
、
③
弓
1
－

、
ト
Φ
』
1
～
お
吻

　
　
　
　
　
で
あ
る
。
た
だ
し
、
δ
は
お
吻
の
う
ち
、
λ
財
の
支

　
、
ト
o
』

出
に
向
け
ら
れ
る
割
合
と
す
る
。

　
　
③
H
③
ミ
ヘ
と
き
、
上
式
は
、

　
　
　
　
　
、
ト
め
』
1
1
員
ぺ
十
ロ
ー
S
（
一
－
負
）
｝
Q
』
十
員
射
吻

　
　
③
1
－
⑮
も
の
と
き
、
上
式
は
、

一
、
ト
W
沌
、
J
ξ
、
阜
干
、
一
；
一
一
睾
婁

　
　
　
、
ト
o
ト
ー
1
負
N
＋
｛
H
I
S
（
H
1
員
）
石
』
十
（
員
十
助
）
鶉
吻

　
　
　
　
　
　
①
、
ト
o
ト
　
　
①
、
』
め
』
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
れ
ゆ
え
、
　
　
　
1
1
員
く
　
　
　
1
－
亀
十
～
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
①
ぺ
　
　
　
　
①
お
吻

覚
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
イ
ペ
ー
バ
ー
効
果
が
説
明
さ
れ
る
。

財
政
錯
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（
8
）
　
最
大
化
の
た
め
の
二
階
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
㌧

　
縁
付
き
ヘ
シ
ア
ン
の
符
号
か
ら
判
断
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
、
1
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
㌔

　
負
、
㌔

　
1
〉
o
と
な
る
の
で
、
最
大
化
の
た
め
の
二
階
の
条
件
が
満
た
さ

　
の
㌧

　
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
，

（
9
）
　
市
町
村
に
お
け
る
目
的
別
支
出
の
う
ち
、
土
木
費
、
教
育
費
、

　
民
生
費
の
比
率
が
大
き
い
が
、
補
助
金
と
の
対
応
が
容
易
で
あ
る
と

　
い
う
理
由
で
、
民
生
費
を
分
析
の
斌
象
と
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
の

　
二
三
区
は
、
税
源
配
分
に
お
い
て
、
他
の
市
町
村
と
異
な
っ
た
扱
い

　
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
分
析
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
1
0
）
　
都
か
ら
の
支
出
は
比
重
が
小
さ
い
の
で
、
分
析
の
対
象
か
ら
外

　
し
た
。

　
使
用
し
た
変
数
の
デ
ー
タ
（
単
位
は
千
円
）
の
出
所
は
次
の
と
お
り

　
で
あ
る
。

　
i
、
昆
生
費
、
生
活
保
護
費
負
掴
金
、
児
童
保
誰
費
負
担
金
、
老
人

　
　
保
謹
費
負
担
金
、
地
方
交
付
税
は
、
「
昭
和
五
九
年
度
　
市
町
村

　
　
別
決
算
状
況
調
」
、
地
方
財
政
調
査
研
究
会
編
集
、
地
方
財
務
協

　
　
会
発
行
に
拠
る
。

　
2
、
市
民
税
所
得
割
の
課
税
対
象
所
得
額
は
、
「
昭
和
六
〇
年
度
版

　
　
個
人
所
得
指
標
」
、
市
町
村
税
務
研
究
所
監
修
、
目
本
マ
ー
ケ
テ

　
　
ィ
ン
グ
教
育
セ
ン
タ
ー
編
集
に
拠
る
。
た
だ
し
、
掲
載
デ
ー
タ
は
、

　
　
昭
和
五
九
年
度
の
市
民
税
所
樽
割
の
課
税
対
象
所
得
額
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
推
定
式
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
一
橋
大
学
憎
報
処
理

　
　
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
1
1
）
　
市
民
税
個
人
分
の
デ
ー
タ
は
、
「
昭
和
五
九
年
度
　
市
町
村
別

　
決
算
状
況
調
」
、
地
方
財
政
調
査
研
究
会
編
集
、
地
方
財
務
協
会
発

　
行
に
拠
る
。

（
1
2
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
政
府
を
対
象
に
し
た
実
証
分
析
で
も
、
フ
ラ

　
イ
ペ
ー
パ
ー
効
果
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
O
目
罧
亭
呂
誌
昌
一

　
句
o
篶
目
竃
由
o
鼻
竃
ρ
Ω
ユ
寝
一
易
（
H
o
o
。
一
）
を
参
照
せ
よ
。

（
u
）
　
こ
こ
で
示
し
た
超
過
負
担
の
定
義
は
、
広
義
の
意
味
で
の
超
過

　
負
担
で
あ
る
。
厳
密
な
意
味
で
の
超
過
負
担
は
、
地
方
自
治
体
が
実

　
際
に
支
出
し
た
総
事
業
額
か
ら
国
の
評
価
し
た
総
事
糞
額
を
引
き
、

　
さ
ら
に
、
こ
の
額
か
ら
地
方
自
治
体
の
つ
ぎ
足
し
単
独
分
や
デ
ラ
ヅ

　
ク
ス
部
分
の
金
額
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
か
ら
見
た

　
基
準
と
地
方
自
治
体
か
ら
見
た
塞
準
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ

　
ま
で
が
超
過
負
担
か
を
客
観
的
に
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従

　
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
超
過
負
掴
を
広
義
の
意
味
で
の
超
過
負
担
と
考

　
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
4
）
　
摂
津
市
の
起
こ
し
た
行
政
訴
訟
と
は
、
同
市
が
昭
和
四
四
年
か

　
ら
四
六
年
の
間
に
設
置
し
た
四
つ
の
保
育
所
の
経
費
九
二
七
三
万
円

　
に
対
し
、
国
は
二
つ
の
保
育
所
に
対
し
二
五
〇
万
円
の
補
助
し
か
行

　
な
わ
な
か
っ
た
の
で
、
同
市
が
設
置
し
た
保
育
所
の
経
費
の
法
定
負

　
掴
割
合
で
あ
る
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と
国
が
実
際
に
支
出
し

　
た
負
担
金
と
の
差
額
四
三
八
六
万
円
お
よ
ぴ
そ
の
利
息
を
国
庫
支
出

　
金
の
交
付
不
足
分
と
し
て
国
が
支
払
う
ぺ
き
こ
と
を
請
求
し
た
も
の

　
で
あ
る
。

（
∬
）
。
こ
の
仮
定
を
用
い
る
「
』
と
に
ょ
o
て
、
第
三
節
の
推
定
式
の
再
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